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2023年 6月16日（金）

ウェーブロックホールディングス株式会社
証券コード：7940
（東証スタンダード）

第60期 定時株主総会
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議長就任宣言
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開会宣言
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出席株主・株数の報告
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監査役の監査報告
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報告事項
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連結業績概要
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2023年3月期 業績概要
(単位：百万円)

２０２2年
３月期

２０２3年
３月期

前年比

売上高 21,002 22,584
+1,582

(+7.5%)

営業利益 649 346 △ 303

(%) (3.1%) (1.5%) (△1.6p)

経常利益 903 718 △ 185

(%) (4.3%) (3.2%) (△1.1p)

親会社株主
に帰属する
当期純利益

655 2,321 +1,666

 注力分野である自動車向け
分野は引き続き増収増益

 ナフサ由来原料価格高騰を
売価に転嫁も、買い控えなどにより

販売数量減、製造効率
悪化を招き、電力費上昇も
あり利益を圧迫

 株式売却に伴う持分法投資利益
減少も、円安に起因する為替差益
や保険解約返戻金・補助金収
入が寄与

 株式売却益（2,528百万円）によ

り当期純利益押上げ
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2023年3月期 業績概要

２０２１年
３月期

２０２２年
３月期

前年比

マテリアルソリューション

売上高 16,364 18,069 +1,705  原材料、電力等の高騰
 原材料価格等の売価転嫁
 需要低調、買い控え等による数量減お
よび製造効率悪化

 エイゼングループ化による売上寄与

セグメント利益 950 618 △ 332

(%) (5.8%) (3.4%) (△2.4p)

アドバンストテクノロジー

売上高 4,670 4,545 △125  自動車向けで引き続き増収
 拡散板で大幅減収も利益影響小
 拠点の新設、工場移転、生産設備増強等

の費用増
 一部原材料の評価減発生

セグメント利益 345 363 +18

(%) (7.4%) (8.0%) (+0.6p)

その他/消去

セグメント利益 △ 645 △ 635 +10
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2023年3月期 注力施策

地中熱ビジネスの体制強化・推進

 人材採用および教育を推進
 設備工事を受注可能なエイゼンコーポレーションのグ
ループ化

 自社工場（静岡県袋井）に地中熱システムを導入。電力コ
スト削減と販促を推進 ダイオ袋井工場に導入した

地中熱源ヒートポンプ

自動車向け分野拡大のための体制強化

 自動車産業の国際的な品質マネジメント規格であるIATF 
16949を認証取得

 金属調加飾フィルムの生産能力増強
 パーツ成型拠点の拡充(名古屋第二、米オハイオ新拠点)

 一関工場の移転・拡張により今後の受注増への対応可能

IATF14649

一関新工場の移転拡張
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2024年3月期
業績見通し

(中期経営計画3年目)
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2024年3月期 業績見通し

(単位：百万円)

２０２1年
３月期

2022年
3月期

2023年
3月期

２０２4年
３月期

(参考)※ 実績 実績 見通し 前年比 中計比 中計

売上高 20,173 21,002 22,584 24,500 +1,916 ー 24,500
(前年比) (+4.1%) (+7.5%) (+8.5%) （－）

営業利益 709 649 346 300 △46 △960 1,260
(%) (3.5%) (3.1%) (1.5%) (1.2%) (△0.3p) (△3.9p) (5.1%)

経常利益 953 903 718 340 △378 △1,190 1,530
(%) (4.7%) (4.3%) (3.2%) (1.4%) (△1.8p) (△4.8p) (6.2%)

当期純利益 622 655 2,321 170 △2,151 △980 1,150

 注力分野である自動車向け分野、地中熱ビジネスは成長
 原料価格高止まり、エネルギーコストの更なる上昇により販売価
格への転嫁は推進するものの利益は圧迫

 為替差益、保険解約返戻金、株式売却益等は見込まず

 RP東プラの持分法関連会社化による影響は、内容精査の上今後計上の見込み

※2021年3月期実績からインテリア事業による影響を控除
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2024年3月期 業績見通し
２０２1年
３月期

2022年
3月期

2023年
3月期

２０２4年
３月期

(参考)* 実績 実績 見通し 前年比 中計比 中計

マテリアルソリューション事業

売上高 16,131 16,364 18,069 19,000 +931 +400 18,600

セグメント利益 1,242 950 618 680 +62 △ 720 1400

(%) (7.7%) (5.8%) (3.4%) (3.6%) (+0.2p) (△3.9p) (7.5%)

アドバンストテクノロジー事業

売上高 4,127 4,670 4,545 ５,５00 +９55 △ ４00 5,900

セグメント利益 78 345 363 300 △ 63 △ 200 500

(%) (1.9%) (7.4%) (8.0%) (5.5%) (△2.5p) (△3.0p) (8.5%)

EBITDA** 158 431 518 675 +157

その他/消去

セグメント利益 △ 611 △ 645 △ 635 △ 680 △ 45 △ 40 △ 640

*  :2021年3月期実績からインテリア事業による影響を控除
**:EBITDA=営業利益+減価償却費



Copyright©Wavelock Holdings Co., Ltd. All Right Reserved. 14

セグメント概要
マテリアルソリューション事業

 地中熱ビジネスの本格稼働。
売上高700百万円、利益率大幅向上

 原料価格高止まり、エネルギーコ
ストの更なる上昇により、販売価格
への転嫁は推進するものの数量の伸長は
限定的で利益は圧迫

 営業利益では2023年3月期、2024年3月

期が底。2025年3月期以降の成長に向け、原
材料価格の動向に左右されづら
い事業への転換を目指す
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セグメント概要
アドバンストテクノロジー事業

 注力分野である自動車向け販売（デ
コレーション＆ディスプレー分野）
は引き続き成長を見込む。
北米、欧州、中国に加え、今後市場の拡大が見

込まれるインドにも注力

 EBITDAは着実に増加
 生産設備増強や北米でのパーツ製造開始など

の先行投資費用や減価償却費負
担増加（前年比+220百万円)により減益。
事業の成長により投資は３～５年以内に回収予

定
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成長のための投資

2021年3月期から2024年3月期までの3年の間に重点領域を見極め、投資を実行

※投資金額は事業供用開始時を基準に記載

カテゴリ 計画 見込

収益基盤投資 10億円 15億円  設備更新、コストダウン投資

成長基盤投資 25億円 24億円
 エイゼンコーポレーションの
株式取得等地中熱ビジネスの推進

 アドバンストテクノロジーでの設備新
設・増強

新規事業投資
30～35
億円

15～
億円

 webマーケティングとオーダーメイド加
工モデルによる既存事業との相乗効果

のため、チームライクへ出資
 アセット活用と事業シナジー創出による

成長軌道確保を目的にＲＰ東プラと
資本業務提携締結

 他長期視点での新規領域として高付加
価値型農業事業への参入を検討
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RP東プラとの資本業務提携
 目的

• RP東プラは、IT・家電・輸送車両・住宅設備等のプラスチック成形/シートの製造・販売

• 同社のアセット活用による収益基盤の強化と、事業シナジー創出による成長軌道を確保

• 同社株式20.32％を6月中に取得予定

• 提携の進捗に応じたさらなる関係強化の検討

会社名 アァルピィ東プラ株式会社

資本金 943百万円

従業員数
（単独）329人
（連結）639人(国内420/海外219)

営業拠点 東京、大阪、愛知

製造拠点 群馬、埼玉、滋賀、和歌山、北海道、大阪

海外拠点 インドネシア、ベトナム、マレーシア

２０２２年
３月期
業績

連結売上高 23,141百万円
連結営業利益 1,084百万円
連結当期利益 882百万円

(会社概要) (資本業務提携の内容)

1. 顧客開拓の協働や相互生産受委託の推進
2. 環境貢献型製品の新規共同開発
3. 既存事業の再構築による収益力強化
4. 技術・ノウハウ・アセット有効活用による生
産規模拡大

5. アセアン市場開拓推進
6. 生産と物流拠点の最適化、営業力や購買
力の強化
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株主還元
 基本方針

• 配当性向35％以上を目安に、単年度の業績ボラティリティに左右されない安
定的な配当を維持

 2023年3月期 配当
• 通期30円（第２四半期末、期末それぞれ1株あたり15円）
• 配当性向：60.2％

（クレアネイト（株）株式譲渡による影響を除いて算出）

 20２４年3月期 配当見通し
• 通期30円（第２四半期末、期末それぞれ1株あたり15円）
• 配当性向：１４9.6％
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1株あたり年間配当額と配当性向の推移

※ 2020年3月期までの配当性向は負ののれん償却額の影響を考慮した配当性向（負ののれんは2020年3月期に償却が終了）
※ 2021年3月期および2023年3月期の配当性向はクレアネイト（株）株式譲渡による影響を除いて算出
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決議事項
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第1号議案

取締役５名選任の件
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議案の審議
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議案の採決
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閉会宣言
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ありがとうございました
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免責事項

本資料の作成にあたり、当社は当社が⼊⼿可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前提
としていますが、その正確性あるいは完全性について、当社は何ら表明及び保証するもの
ではありません。
また、将来に関する記述が含まれている場合がありますが、実際の業績は様々なリスクや
不確定要素に左右され、将来に関する記述に明⽰⼜は黙⽰された予想とは⼤幅に異なる
場合があります。したがって、将来予想に関する記述に全⾯的に依拠することのないようご
注意ください。
本資料及びその記載内容について、当社の書⾯による事前の同意なしに、第三者が、その
他の⽬的で公開⼜は利用することはできません。


